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東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
丸
５

年
に
な
り
ま
す
。
３
月
が
近
づ

い
て
く
る
と
、
否
応
な
く
心
の

乱
れ
は
増
幅
し
ま
す
。 

政
府
は
昨
年(

２
０
１
５

年
６
月)

、
２
０
１
７
年
３
月

末
ま
で
に｢

帰
還
困
難
区
域

(
年
間
被
ば
く
量
50
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
超)

｣

以
外
の｢

居

住
制
限
区
域(

同
50
～
20

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
超)｣

「
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域(

同

20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下)

を
解
除
し
、
帰
還
さ
せ
る
方

針
を
決
定
し
進
め
て
き
ま
し

た
。 年

間
被
ば
く
20
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
の
地
域
は
、

健
康
上
生
活
を
し
て
も
大
丈

夫
と
い
う｢

科
学
的
根
拠｣

が

ど
こ
に
あ
る
の
か
は
、
専
門
家

で
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

南
相
馬
市
原
町
区
の
一
部
と
小

高
区
は
、
今
年
４
月
１
日
に
解

除
と
な
り
、
住
民
を
帰
還
さ
せ
る
と
し

て
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。(

し
か
し
、

生
活
圏
の
除
染
完
了
が
十
分
で
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
数
週
間
の
延
期
が

発
表
さ
れ
ま
し
た)

。 

他
の
市
町
村
も
順
次
政
府
の
方
針

に
従
っ
て
帰
還
を
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。 

一
方
で
政
府
は
、
山
林
は
も
う
除
染

を
し
な
い
な
ど
、
信
じ
が
た
い
方
針
を

打
ち
出
し
た
の
も
、
関
心
を
お
持
ち
の

方
に
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。(

こ
の
件
に
関
し
て
も
後
に
里

山
だ
け
は
除
染
す
る
と
方
針
変
更)

。 

ま
た
、
県
民
健
康
管
理
調
査
の
甲
状

腺
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
甲
状
腺
が
ん

と
診
断
さ
れ
、
余
儀
な
く
手
術
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
が
100
人
を
超
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
の
対
応
は
あ

ま
り
に
不
誠
実
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
な
ぜ
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
。 

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
す
る
市
民

の
不
安
の
声
は
、｢

復
興｣

を
声
高
に
言

う
諸
々
の
こ
と
に
か
き
消
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

今
年
、｢

第
３
回
い
の
ち
の
光
３
・

15
フ
ク
シ
マ｣

の
集
い
は
、
こ
れ
ま
で

に
声
を
上
げ
る
こ
と
も
出
来
ず
、
機
会

に
も
巡
り
合
え
ず
に
き
た
方
々
か
ら

お
話
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

｢

ふ
く
し
ま
共
同
診
療
所｣

で
被
ば
く

医
療
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
医
師
の

講
演
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
貴
重
な

機
会
で
あ
り
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。(

日
程
等
４
頁

参
照) 

毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
明
る
い
話
題
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
記
事
に
な
る
の
は
国
内
的
に
は
事
件

や
事
故
、
海
外
で
は
各
地
に
起
き
て
い
る
紛
争
だ

▼
２
月
７
日
の
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
打
ち
上
げ

訓
練
も
気
味
が
悪
い
▼
作
家
の
辺
見
庸
は
「
も
う

戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
」
と
言
い
、｢

今
の
局
面
は
す

べ
て
が
翼
賛
化
し
て
い
っ
た
１
９
３
０
年
と
似
て
い
る
」

と
い
う
▼
こ
れ
は
与
党
が
多
数
を
占
め
て
安
保
法
制
を

通
し
た
こ
と
と
世
論
の
右
傾
化
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
▼
政
治
学
者
吉
田
徹
に
よ
る
と
、
「
英
国
に
お
い
て
野

党
に
下
駄
を
履
か
せ
て
与
党
と
の
対
等
な
議
論
を
さ
せ

る
制
度
に
な
っ
て
い
る
」
そ
う
だ
。
日
本
に
お
い
て
「
英

国
流
の
二
大
政
党
制
を
輸
入
し
た
が
、
そ
の
制
度
を
支
え

る
思
想
は
根
付
か
な
か
っ
た
」
▼
多
数
の
人
に
支
持
さ
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
審
議
も
尽
く
さ
ず
と
も
そ
の
意
向
に

沿
っ
て
進
め
る
こ
と
は
当
然
で
は
な
い
か
と
い
う
の
は

「
皆
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
式
の
発
想
で
あ
り
短
絡
的
だ

▼
イ
エ
ス
を
死
刑
に
決
め
た
サ
ン
へ
ド
リ
ン
（
70
名
か

ら
成
る
ユ
ダ
ヤ
の
国
会
兼
最
高
裁
）
に
は
「
全
員
一
致
の

議
決
（
も
し
く
は
判
決
）
は
無
効
と
す
る
」
と
い
う
規
定

が
あ
っ
た
。｢

全
員
一
致
は
偏
見
か
興
奮
に
よ
る
も
の
」

だ
か
ら
だ
し
、
そ
の
決
定
の
正
当
性
を
検
証
す
る
方
法
が

な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
賛
成
・
支
持
が
100
％
と
い

う
の
は
嘘
く
さ
い
▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
13
世
紀
に
イ
タ
リ
ア

の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
時
の
教
皇
の
お
声
が
か
り
で
大
学
が

出
来
た
。
そ
こ
で
は
学
問
に
い
そ
し
む
者
に
は
自
由
と
自

治
が
保
証
さ
れ
、｢

よ
そ
者
」
「
無
産
の
穀
潰
し(

ご
く
つ
ぶ

し)

」
と
い
う
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
り
し
な
い
よ
う
に｢

聖

職
者｣

の
身
分
が
与
え
ら
れ
保
護
さ
れ
た
と
い
う
。｢

こ
の

自
由
が
大
学
に
保
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
後
に
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
も
、
知
識
人
の
脱
宗
教

も
、
無
神
論
さ
え
生
ま
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う｣(

竹
下
節

子
）
▼
正
義
を
求
め
る
こ
と
も
真
実
を
理
解
す
る
方
法
も

私
た
ち
の
限
界
を
少
し
で
も
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
知
恵
だ
▼
一
見
揉
め
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
も
少
数
意
見
が
指
摘
す
る
こ
と
は
大
勢
が
見

逃
し
て
い
る
大
切
な
部
分
を
埋
め
て
く
れ
る
。(

守) 

節
目
の
丸
５
年
で
す
が
・
・
・
今
、
福
島
で
は
・
・
・ 

第
３
回｢

い
の
ち
の
光
３
・
15
フ
ク
シ
マ｣

実
行
委
員 
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冶 

美 

喜 

子 
 

東日本大震災から５年  

生命の泉 
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～ 2016・11・20 

  

「忍耐強く、いつくし

み深い」。これは、神の

本性を表すために旧約

聖書を通して何度も言

及されている、対にな

ったことばです。神が

いつくしみ深いこと

は、救いの歴史の中の

多くの出来事に具体的

に見ることができま

す。そこでは、神のい

つくしみが、罪や破壊

に勝っています。 

とりわけ詩編は、神の

振る舞いのこうした偉

大さを前面に出しま

す。 

（いつくしみ特別聖年大勅書6） 

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年 

南相馬市原町区での除染作業 
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川
井 

啓 

神
父
（
90
） 

       

鷹
觜 

達
衛 

神
父
（
87
） 

         
横
島 

健
二 

神
父
（
76
） 

 

 

平
賀
徹
夫
司
教
は
、
４
月
１
日
付
で
、

２
０
１
６
年
度
の
司
祭
派
遣
人
事
を
発

表
し
ま
し
た
。
異
動
は
復
活
の
主
日(

３

月
27
日)

以
降
に
な
り
ま
す
。 

太
字
は
地
区
長 [ ]
は
前
職･

前
任
地 

【
第
１
地
区
】 

首
藤 

正
義 

 

 

ミ
ゲ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ラ(

グ
ア
ダ
ル
ペ
会) 

[

第
３
地
区] 

【
第
２
地
区
】 

佐
藤 

修 
 

マ
ル
コ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ラ
・
ロ
サ 

(

グ
ア
ダ
ル
ペ
会) 

(

協
力
）
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ル
・
ロ
ワ
ゼ
ー
ル 

(

ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会) [

第
６
地
区
協
力] 

 

【  

第
３
地
区
】 

イ
グ
ナ
シ
ウ
ス[

イ
ン
セ
ン]

・
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ヌ
ス
・
バ
サ (

神
言
会) 

田
中 

丈
夫 

(

協
力
）
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ツ
ゲ
ル 

(

ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
秋) 

(

週
末
協
力
）
小
松 

史
朗 

[

第
５
・
第
６
地
区
協
力] 

【
第
４
地
区
】 

 

川
崎 

忠
紀 

佐
藤 

守
也 

 

高
橋 

昌 

 
エ
ド
ガ
ル
・
ガ
ク
タ
ン(

淳
心
会) 

【
第
５
地
区
】 

 

會
津 
隆
司 

川
井 

啓 
 

森
田 
直
樹 (

京
都
教
区) 

レ
イ
モ
ン
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル (

ド
ミ
ニ
コ
会) 

(

協
力
）
土
井 

勝
吾 

(

協
力
）
佐
々
木 

博 [

第
２
地
区] 

【 

第
６
地
区
】 

 

渡
辺 

彰
宏 

小
野
寺 

洋
一 

 

ニ
コ
ラ
ス[

ニ
コ]

・
コ
ン
デ
ィ
（
神
言
会) 

[

第
３
地
区] 

 

狩
浦 

正
義
（
名
古
屋
教
区) 

(

協
力)

土
井 

勝
吾
（
協
力
）
佐
々
木 

博 

【
第
７
地
区
】 

シ
ャ
ー
ル
・
エ
メ
・
ボ
ル
デ
ュ
ッ
ク 

（
ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
） 

ト
マ
ス
・
パ
ヴ
ェ
レ
ツ (

ド
ミ
ニ
コ
会) 

【 

第
８
地
区
】 

 

板
垣 

勤 
 

フ
ァ
オ
リ
シ
ュ
・
チ
ェ
ス
ワ
フ (

ド
ミ
ニ
コ
会) 

 

エ
ミ
ー
ル
・
エ
テ
メ 

(

ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会) 

【
司
祭
の
家
】 

鷹
觜 

達
衛 

横
島 

健
二 

【
司
教
館
付
】 

氏
家 

和
仁 

 

和
野 

信
彦 (

横
浜
教
区
へ
出
向
） 

 

ホ
セ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス 

(

グ
ア
ダ
ル
ペ
会) 

 

グ
ア
ダ
ル
ペ
会
本
部
へ 

[

第
６
地
区] 

ポ
ー
ル
・
ト
ー 

(

ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会) 

ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
神
学
院

(

ケ
ニ
ア)

へ [

第
１
地
区] 

ギ
ャ
リ
ー
・
ゲ
ス
ト
ウ
ェ
オ (

淳
心
会)

淳
心
会
本
部
へ (

姫
路) [

第
２
地
区] 

  

  

小
野
寺 

洋
一
神
父
（
53
） 

    

氏
家 

和
仁 

神
父
（
53
） 

  

小
野
寺 

洋
一
神
父
（
53
） 

     

氏
家 

和
仁 

神
父
（
53
） 

      

『２０１６年度の司祭人事異動にあたって』 
司教 平賀 徹夫 

フランシスコ教皇様はいつくしみの特別聖年公布の大勅書

１２番で、「教会には、神のいつくしみを告げ知らせる使命があります」

と言明しています。その少し前、１０番では「教会の生命を支える柱は、

いつくしみです。教会の司牧行為は、すべてが優しさに包まれていなけれ

ばなりません。優しさをもって信者に語りかけるのです。教会が世に向け

て語るどんなメッセージにもどんなあかしにもいつくしみが欠けていて

はなりません」と教えています。この“教会の使命”は、教区がどのような

状況であっても、わたしたち仙台教区も担っています。主の助けと導きを

願いながら、司祭・信徒・修道者、祈りの心と力を合わせて進んでいきま

しょう。 

さて、仙台教区が地区制を採用して３年目となるいまの司祭配置の状況

は、今まで経験したことのない大変困難なものです。地区制導入時には、

原則３年間は司祭の異動なしでと考えていました。それが、２０１５年度

中に舟山亨師の急逝をはじめ、ほかに３人の宣教会・修道会の司祭方がそ

の会の人事で仙台教区から離任せざるを得なくなりました。一方、教区外

からどなたかと期待していた司祭派遣は、年度始めからは望めないことに

なりました。新年度は４人少ないままでスタートせざるを得ません。 

地区制を採ったのは、できるだけどこの教会でも主日のミサがあるよう

にと望んでのことでした。そして司祭方には、主日は３か所でのミサも普

通のこととなるほどに頑張って頂きました。が、新年度はそれも難しくな

り、さらには司祭方の健康状態等によっては、主日のミサがないという教

会が増えることになるでしょう。 

信仰の恵みを 頂いているわたしたちにとって、主日の礼拝集会は、共に

信仰を養い、共に神のいつくしみを味わう大切な場です。ミサがない場合

の対応は二つ考えられます。一つは「近隣教会のミサへの参加」で、まず

これが勧められます。その二は、近隣教会が近くにない場合の「司祭不在

のときの集会祭儀」です。教区の皆さん、どうか家庭での祈りと主日の礼

拝集会を守ることを語り合い、励まし合ってください。 

 

 

２
０
１
６
年
度
司
祭
派
遣
人
事

異
動 

ダダダ
イイイ
アアア
モモモ
ンンン
ドドド
祝祝祝(( (

666000
年年年)) )    

銀銀銀
祝祝祝(( (

222555
年年年)) )    

金金金
祝祝祝(( (

555000
年年年)) )    

カトリック中央協議会の発表によ
ると全国で司祭叙階 60周年(ダイアモ

ンド祝)を迎えた司祭は、20 人、50 周
年(金祝)34 人、25 周年(銀祝)19 人 

ダダダ
イイイ
アアア
モモモ
ンンン
ドドド
祝祝祝(( (

666000
年年年)) )    

   

おめでとうございます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3
月
・
4
月 

 

3･

1
㊋ 

仙
台
白
百
合
学
園 

3
㊍ 

子
ど
も
の
人
権
デ
ス
ク 

社
会
司
教
委 

4
㊎ 

主
の
た
め
の
24
時
間 

5
～
6
部
落
差
別
人
権
委
・
春
季
合
宿 

8
㊋ 

司
祭
評
役
・
教
区
司
祭
団
役 

11
㊎ 

東
日
本
大
震
災 

被
災
地(

大
槌) 

15
㊋ ｢

い
の
ち
の
光
3.

15
ふ
く
し
ま｣ 

17
㊍ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
リ
タ
ス
釜
石 

教
区
財
政
評 

19
㊏ 

宣
教
司
牧
評
・
役
員
会 

20
㊐ 

受
難
の
主
日 

22
㊋ 

学
校
法
理
事
会 

23
㊌ 

聖
香
油
ミ
サ 

24
㊍ 

郡
山
ザ
ベ
リ
オ
学
園 

主
の
晩
餐 

25
㊎ 

主
の
受
難 

26
㊏ 

復
活
徹
夜
祭 

27
㊐ 

復
活
の
主
日 

28
㊊ 

責
任
役
員
会 

30
㊌ 

部
落
差
別
人
権
委
・
事
務
局
会
議 

4･

2
㊏ 

仙
台
白
百
合
女
子
大 

8
㊎ 

八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院 

12
㊋ 

司
祭
評
役
・
司
祭
団
役 

17
㊐ 

須
賀
川
教
会
献
堂
式 

25
㊊ 

司
祭
団
月
例
会 

27
㊌ 

全
ベ
ー
ス
会
議 

サ
ポ
ー
ト
会
議 

28
～
29
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
教
育
委
研
修
会 

 

司
教
日
程 



（３） 

 

 

 

 

  
 
 

 

   

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年 

仙
台
教
区
巡
礼
教
会 

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
大 

勅
書
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス 

ト
、
父
の
い
つ
く
し
み
の 

み
顔
」
を
発
表
し
、
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
閉
幕
50
周
年
目
に
あ
た
る
２
０
１
５
年

12
月
８
日
か
ら
２
０
１
６
年
11
月
20
日
ま
で
を
「
い
つ

く
し
み
の
特
別
聖
年
」
と
す
る
と
公
布
し
ま
し
た
。
そ
の

大
勅
書
の
第
３
項
と
第
14
項
に
巡
礼
と
巡
礼
教
会(

巡
礼

所)

に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
ま
す
。 

平
賀
徹
夫
司
教
は
仙
台
教
区
に
お
け
る
次
の
９
教
会

を
巡
礼
教
会
と
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

カテドラル（元寺小路教会） 
仙台市青葉区本町１‐２‐12 
電話 022‐222‐5507 

主日のミサ７時・９時30分・18時 

 

弘前教会(第１地区) 
弘前市百石町小路20 

電話 0172‐33‐0175 
主日のミサ９：30(第3・第5主日 
は前日土曜午後18：30) 

大籠教会（教区管理） 
岩手県東磐井郡藤沢町大籠字上野66 
連絡先は仙台教区事務所 

022‐222‐7371 

大籠教会（教区管理） 
岩手県東磐井郡藤沢町大籠字上野66 
連絡先は仙台教区事務所 

022‐222‐7371 

大籠教会（教区管理） 
岩手県東磐井郡藤沢町大籠字上野66 
連絡先は仙台教区事務所 

022‐222‐7371 

大籠教会（教区管理） 
岩手県東磐井郡藤沢町大籠字上野66 
連絡先は仙台教区事務所 

022‐222‐7371 

大籠教会（教区管理） 
岩手県東磐井郡藤沢町大籠字上野66 
連絡先は仙台教区事務所 

022‐222‐7371 

大籠教会（教区管理） 
岩手県東磐井郡藤沢町大籠字上野66 
連絡先は仙台教区事務所 

022‐222‐7371 

十和田教会（第２地区） 
十和田市稲生町12‐14 

 電話 0176‐23‐2561 
主日のミサ 10時 

 

水沢教会（第４地区） 
奥州市水沢区川端１９１‐１ 

   電話 0197‐25‐7707 

主日のミサ ９時 

 

四ツ家教会(第３地区) 
盛岡市本町通２‐12‐25 

  電話 019‐654‐0557 

主日のミサ ９時・18時 

 

古川教会(第５地区) 

大崎市古川東町５‐35 

  電話 0229‐23‐7300 

主日のミサ 10時 

 

 

原町教会(第６地区)    

南相馬市原町区橋本町１‐15 

電話 0244‐23‐3713 

主日のミサ 10時 

 

野田町教会(第７地区) 
福島県福島市野田町２‐７− １ 

  電話 024‐534‐4686 
主日のミサ ９時 

 
聖
年
に
与
え
ら
れ
る
「
免
償
」
に
つ
い
て
。 

免
償
と
は
、(

ゆ
る
し
の
秘
跡
で)

す
で
に
ゆ

る
さ
れ
た
罪
に
伴
う
有
限
の
罰
の
免
除(

軽
減)

で
す
。
免
償
を
受
け
る
た
め
の
条
件
。 

①
信
者
は
、
真
の
回
心
を
心
の
底
か
ら
望
ん
で

い
る
こ
と
の
現
れ
と
し
て
教
区
司
教
に
よ
っ
て

指
定
さ
れ
た
教
会
へ
の
巡
礼
を
す
る
こ
と
。 

②
神
の
い
つ
く
し
み
に
深
く
心
を
寄
せ
な
が
ら
、

ゆ
る
し
の
秘
跡
を
受
け
、
ミ
サ
に
あ
ず
か
る
こ

と
。
そ
の
秘
跡
を
受
け
る
と
き
に
は
、
次
の
③
、

④
、
⑤
を
伴
わ
せ
る
こ
と
。 

③
信
仰
告
白
。
④
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
た
め

の
祈
り
。
⑤
教
皇
が
教
会
と
全
世
界
の
幸
せ
の

た
め
に
心
に
抱
い
て
い
る
意
向
の
た
め
の
祈
り
。 

 

大籠教会（教区管理） 
岩手県東磐井郡藤沢町大籠 

字上野66 
連絡先は仙台教区事務所 

022‐222‐7371 

＊
カ
テ
ド
ラ
ル
（
元
寺
小
路
教
会
）

以
外
で
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
司

祭
不
在
で
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
聖
堂
が
閉
ま
っ

て
い
て
聖
体
訪
問
も
で
き
な
か
っ
た

り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
巡
礼

さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
連
絡
を
と
っ

て
状
況
を
ご
確
認
の
上
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
主
日
の
ミ
サ
時
間
も
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 



 

  （４） 

◆ いのちの光 3.15 フクシマ 
〜 チェルノブイリから30年、フクシマから5年 

 現実を切断する私たちから、連帯する私たちへ 〜 

日時： 3月13日（日）13:00－15:30 (開場：12:00) 

場所：コラッセふくしま 多目的ホール（福島市） 

プログラム 

13:00 講演「不安を抱える声を聴き続けた医師の想い」 

講師：布施 幸彦 

14:15 シンポジウム      参加費：500円 

 

〜 ミサ 〜 

日時：3月15日（火）14:00-15:15 

場所：カトリック原町教会（福島県南相馬市） 

 
 

      

合
同
堅
信
式 

東
仙
台
教
会
、
塩
釜
教

会
で
開
催 

司
教
さ
ま
の
ご
病
気
に
よ

り
延
期
さ
れ
て
い
た
第
５
地

区
の
合
同
堅
信
式
が
、
東
仙

台
教
会(

10
月
18
日
）
と

塩
釜
教
会
（
11
月
22
日
）

の
２
日
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
に
お
い
て
、

厳
粛
な
中
に
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
、
東
仙
台
教
会
で
は
12
名
の

方
が
、
そ
し
て
塩
釜
教
会
で
は
９
名

の
方
が
そ
れ
ぞ
れ

受
堅
さ
れ
ま
し
た
。

受
堅
さ
れ
た
方
々

か
ら
、
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

石
巻
教
会 

◎
神
の
助
け
に

よ
り
受
堅
の
夢
が

か
な
え
ら
れ
、
心
の

幸
い
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。 

◎
皆
様
の
温
か

な
お
支
え
と
お
祈

り
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
！ 北

仙
台
教
会 

◎
皆
様
、
た
く

さ
ん
の
祝
福
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
神
父
様
、
教
会
の
皆

さ
ん
に
見
守
ら
れ
、
こ
の
度
無
事
に
堅

信
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｒ
・

ジ
ョ
リ
コ
ー
ル
神
父
、
Ｆ
・
パ
リ
ゾ
ー

神
父
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
シ
ス
タ
ー

た
ち
に
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

西
仙
台
教
会 

 

◎
頭
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
カ
ラ

ダ
で
感
じ
と
る
…
そ
ん
な
体
験
が
最
近

あ
り
、
堅
信
を
迎
え
る
準
備
を
神
様
が

く
だ
さ
っ
た
の
か
な
？
と
感
じ
ま
し
た
。

堅
信
の
秘
跡
を
受
け
、
新
た
に
信
仰
の

旅
が
始
ま
り
ま
す
。
私
な
り
に
、
ゆ
っ

た
り
と
バ
ラ 

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
歩
ん

で
行
き
ま
す
。 

◎
一
生
の
う
ち
、
式
な
ん
て
こ
れ
が

最
後
だ
と
思
う
し
、
７
つ
の
お
恵
み
を

期
待
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
何
も
変
わ

り
が
な
い
の
が
一
番
い

い
の
か
も 

!! 

東
仙
台
教
会 

◎
今
回
の
堅
信
式

で
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
よ
か
っ
た
で
す
。

司
教
様
か
ら
堅
信
の

お
祝
い
の
カ
ー
ド
も
頂

き
、
と
て
も
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

◎
神
様
の
教
え
を

心
に
留
め
て
い
き
た
い

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
心
新
た
に

頑
張
り
ま
す 

!! 

◎
幼
児
洗
礼
と
違
い
、
新
た
に
神
様

を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
こ
こ
か
ら
、
新
た
な
気
持
ち
で
進

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

◎
本
日
は
、
皆
さ
ま
に
お
立
ち
会
い

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
今
日
与
え
て
い
た
だ
い
た
大
き
な

恵
み
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
日
の
こ
と

を
深
く
心
に
留
め
、
こ
れ
か
ら
は
、
い

た
だ
い
た
聖
霊
の
賜
物
を
意
識
し
て
歩

ん
で
行
け
ま
す
よ
う
に
。 

◎ 

皆
が
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
神
父

様
が
優
し
か
っ
た
の
で
落
ち
着
い
て
堅

信
を
受
け
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 

緊
張
し
ま
し
た
!! 

堅
信
を
受

け
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す 

!! 

◎ 

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
無
事
に

受
堅
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
!! 

塩
釜
教
会 

◎ 

た
く
さ
ん
の
方
々
に
祝
福
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
堅
信
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 

今
日
、
堅
信
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
皆
様
に
感
謝
、

神
に
感
謝
。 

◎ 

今
日
、
堅
信
を
受
け
る
事
が
で
き

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

◎ 

堅
信
式
を
終
え
て
、
自
分
も
や
っ

と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
一
員
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
も
っ
と
神
様
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

◎ 

こ
こ
か
ら
、
新
た
に
信
仰
に
つ
い

て
学
ん
で
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

古
川
教
会 

◎ 

緊
張
し
な
が
ら
、
堅
信
を
受
け

ま
し
た
。
司
教
様
の
按
手
か
ら
、
私
の

こ
こ
ろ
が
、
全
て
愛
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
教
会
の
み
な
さ
ま
を
家
族
の
よ

う
に
感
じ
、
私
自
身
も
と
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

第
６
地
区
で
は
、
教
区
研
修
会
の
実

施
に
向
け
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

計
画
を
練
っ
て
い
る
。１
月
16
日(

土)
に
行
わ
れ
た
第
１
回
の
実
行
委
員
会
で
、

以
下
の
よ
う
な
概
要
で
実
施
す
る
こ
と

を
話
し
合
っ
た
。 

な
お
、
テ
ー
マ
・
サ
ブ
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
各
教
会
で
話
し
合
い
、
そ
れ
を
も
と

に
次
回
の
実
行
委
員
会
で
意
見
発
表
の
テ
ー

マ
や
、
発
表
者
の
人
選
を
進
め
て
行
く
こ
と

に
し
た
。 

◆
教
区
研
修
会
（
第
６
地
区
）
概
要 

１
．開
催
日
時
：
２
０
１
６
年
９
月
18
日（
日
） 

10
時
～
15
時 

２
．
開
催
場
所
：
元
寺
小
路
教
会 

３
．
テ
ー
マ
：
「
家
庭
に
お
け
る
私
の
信
仰
」

サ
ブ
テ
ー
マ
：
「
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
」 

４
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要 

○
午
前
：
信
徒
か
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意

見
発
表
（
３
、
４
人
）
を
行
い
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
ま
と
め
を
兼
ね
て
基
調
講
演
を
行
う
。 

○
昼
食
：(

交
流
会
）
を
は
さ
み 

○
午
後
：
司
教
ミ
サ 

Ｏ
第
６
地
区
大
会
と
し
、
各
小
教
区
の
紹
介

を
取
り
入
れ
た
交
流
の
場
と
す
る
。 

○
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
り
を
持
つ
。 

地区だより  
＝
第
５
地
区
＝ 

 
石
巻
・
古
川
・
塩
釜
・
北
仙
台 

・
西
仙
台
・
東
仙
台 

塩釜教会の堅信式 

東仙台教会の堅信式 

＝
第
６
地
区
＝ 

 

元
寺
小
路
・
一
本
杉
・
畳
屋
丁
・
八
木
山
・

大
河
原
・
亘
理
・
角
田
・
白
石
・
原
町 



 
（５） 

   

松
丘
教
会
の
歩
み
（
２
） 

松
丘
の
信
者
は
、
伝
道
館
の
建
設
に

あ
わ
せ
、
ル
ル
ド
を
自
主
的
な
奉
仕
作

業
で
つ
く
り
ま
し
た
。
聖
母
像
は
信
者

の
原
寅
雄
氏
が
夫
人
の
失
明
の
回
復
を

希
っ
て
寄
進
、
洞
窟
に
安
置
し
程
な
く

し
て
夫
人
の
片
目
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
信
仰
生
活
で
は
、
レ

ジ
オ
・
マ
リ
エ
、
オ
ヂ
リ
ア
会
、
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
第
三
会
を
３
本
柱
と
し
て
い

ま
し
た
。 

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
は
１
９
５
４(

昭
和

29)

年
５
月
、
小
林
仙
台
司
教
が
来
訪

し
、
信
徒
の
布
教
活
動
の
必
要
性
を
話

さ
れ
、
数
名
が
応
じ
始
ま
り
ま
し
た
。

未
信
者
で
あ
る
友
人
た
ち
を
教
会
へ
誘

う
こ
と
か
ら
始
め
、
盲
人
へ
の
読
書
、

病
人
の
看
病
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、 

遠
ざ
か
っ
て
い
る
信
者
の
訪
問
な
ど
の

働
き
を
行
い
、
１
９
６
０(

昭
和
35)
年
に

集
会
第
300
回
記
念
、
１
９
８
２(

昭
和
57)

年
に
は
集
会
１
３
５
０
回
を
迎
え
ま
し

た
。 オ

ジ
リ
ア
会
は
盲
人
信
者
が
１
９
６

４(

昭
和
39)

年
12
月
13
日
聖
オ
ヂ
リ
ア

の
祝
日
に
会
員
26
名
で
発
会
式
を
挙
げ

ま
し
た
。
盲
人
の
聖
人
オ
ジ
リ
ア
の
苦
難

の
生
涯
と
聖
徳
を
学
び
模
範
と
し
、
そ
の

御
保
護
も
願
っ
て
盲
人
同
志
が
互
い
に

助
け
合
っ
て
頑
張
っ
て
ゆ
こ
う
、
病
苦
と

祈
り
を
捧
げ
て
信
仰
を
強
め
合
お
う
と
、

毎
月
１
回
の
定
例
祈
祷
会
を
行
い
恩
人

の
た
め
に
祈
る
こ
と
、
家
庭
訪
問
と
病
棟

見
舞
い
を
す
る
こ
と
、
晴
眼
者
の
協
力
で

週
２
回
の
読
書
会
と
聖
歌
練
習
を
す
る

こ
と
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
る
た
め
野
外

集
会
を
催
す
ほ
か
に
随
時
集
会
を
持
つ

な
ど
の
活
動
を
行
い
、
祈
り
の
集
団
と
し

て
信
仰
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い

ま 

ま
し
た
。 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
第
三
会
は
１
９
６
４(

昭

和
39)

年
10
月
、
本
田
守
男
先
生
の
勧
め

に
よ
り
10
名
の
志
願
者
が
集
ま
り
、
ボ
リ

ュ
ー
神
父
の
指
導
を
受
け
つ
つ
１
９
６
５

(

昭
和
40)

年
１
月
10
日
に
着
衣
式(

男
子

３
名
、
女
子
８
名)

が
行
わ
れ
、
１
９
６
６

(

昭
和
41)
年
１
月
13
日
に
小
林
仙
台
司
教

よ
り
第
三
会
の
正
式
認
可
を
受
け
、
松
丘

兄
弟
会(

ク
ラ
ラ
会
）
と
し
て
正
会
員
の
誓

約
を
果
た
し
ま
し
た
。
毎
月
第
一
水
曜
日

の
定
例
集
会
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
信
仰
と

模
範
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
、
清
貧
と
忍

耐
そ
し
て
平
和
の
精
神
を
養
う
よ
う
励

み
、
日
常
は
病
人
の
見
舞
い
、
欠
席
者
の

訪
問
、
教
会
墓
地
の
清
掃
、
盲
人
会
員
へ

の
朗
読
な
ど
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。 参

考
：｢

丘
の
星 

宣
教
50
・
献
堂
25
周
年

記
念
誌
」
松
丘
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会 

１
９
８
２

(

昭
和
57)

年
発
行 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
仙
台
教
区 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！
楢
葉
町
に
来
ま
し
た
！ 

昨
年
の
11
月
１
日
、
聖
母
訪
問
会
の

シ
ス
タ
ー
４
人
が
、
福
島
県
楢
葉
町
に

修
道
院
を
開
設
し
た
。
彼
女
た
ち
は
２

０
１
１
年
か
ら
米

川
ベ
ー
ス
の
近
く

に
共
同
体
を
開
き
、

２
０
１
４
年
ま
で

ベ
ー
ス
で
の
活
動

を
支
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
た
。 

そ
の
後
、
福
島
の

原
子
力
発
電
所
の

近
く
に
修
道
院
を

開
き
た
い
、
と
色
々
と
住
居
を
探
し
た

が
、
今
回
、
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
に

ふ
さ
わ
し
い
住
居
を
借
り｢

楢
葉
修
道

院｣

を
開
設
し
、
院
長
で
あ
る
シ
ス
タ
ー

藤
原
を
含
む
４
人
の
シ
ス
タ
ー
が
正
式

に
派
遣
さ
れ
た
。 

楢
葉
町
は
、
原
発
の
爆
発
事
故
後
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
全

住
民
が
避
難
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
町
。
２
０
１
２

年
８
月
10
日
、
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
と
な
り
、

立
ち
入
り
は
よ
い
が
宿
泊

は
禁
止
と
い
う
状
態
に
な

り
、
２
０
１
５
年
９
月
５

日
、
避
難
指
示
解
除
が
宣

言
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
２
０
１
５
年

10
月
21
日
現
在
、
楢
葉
町
住
民
で
帰

還
し
た
方
は
、
全
町
民
の
約
３
％
に
す

ぎ
な
い
321
人
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
４
人

の
シ
ス
タ
ー
は
11
月
１
日
、
住
民
票
を

移
し
、
楢
葉
町
民
と
な
っ
た
。 

「
原
発
の
近
く
に
身
を
置
き
な
が
ら
、

住
民
の
方
々
の
痛
み
を
感
じ
な
が
ら
、

祈
り
で
癒
し
て
い
き
た
い
、
共
に
住
ん

で
い
き
た
い
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
の

願
い
で
す
」
。 

「
こ
こ
に
は
、
人
が
住
ん
で
い
な
い

家
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
住

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
人
々
が
、
今
こ

こ
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
の
痛
み
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
人
々

の
た
め
に
祈
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
。 

「
ま
た
、
土
と
の
和
解
も
考
え
て
い

ま
す
。
土
は
命
を
育
む
も
の
で
す
。
地

主
さ
ん
か
ら
畑
を
借
り
、
春
か
ら
徐
々

に
Ｅ
Ｍ
菌
を
入
れ
な
が
ら
土
を
元
気
に

し
て
い
き
、
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
」
。 

４
人
の
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
い
き
い

き
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、｢

楽
し
さ｣

を
会

う
人
に
感
じ
さ
せ
る
そ
の
生
き
方
で
、

楢
葉
の
人
々
を
力
づ
け
、
励
ま
し
、
支

え
て
い
か
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

２
月
７
日(

日)

、
北
仙
台
教
会
で
講

師
に
シ
グ
ニ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
カ
ト
リ
ッ
ク
メ

デ
ィ
ア
協
議
会)

の
副
会
長
、
土
屋 

至
氏
＝
写

真
＝
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
。参
加
者
33
名
。 

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て

福
音
宣
教
に
取
組
ん
で

い
る
シ
グ
ニ
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
セ
ミ
ナ
ー
や
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

講
演
は
福
音
を｢

述
べ
・
伝
え
る｣

と

は
、｢

信
仰
者
の
社
会
生
活｣

と
は
、
ど

う
い
う
事
か
、
と
い
う
最
も
根
源
的
な

事
に
つ
い
て
触
れ
た
。
社
会
生
活
を
営

む
中
で
周
り
の
友
人
・
知
人
な
ど
に
、

少
し
ず
つ
福
音
や
キ
リ
ス
ト
教
的
な
考

え
方
な
ど
を
拡
散
し
て
行
く
、
分
か
ち

合
い
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
手

段
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

シ
ス
テ
ム(

Ｓ
Ｎ
Ｓ)

が
あ
り
、
特
に
若
い

世
代
で
は
、
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
通

信
機
器
と

し
て
使
用

し
て
い
る
。 

講
師
は
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で

映
し
な
が

ら
特
に
フ

ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
活
用
に
つ
い
て
様
々
な
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
福
音
宣
教
の
手
段
と
し

て
有
効
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
信

徒
の
宗
教
体
験
や
、
地
域
で
の
教
会
活

動
な
ど
を
ぜ
ひ
発
信
し
て
ほ
し
い
と
強

調
し
た
。 

福
島
に
新
し
い
修
道
院 

聖

母

訪
問

会
楢

葉
修

道

院 

水俣病歴史考証館(相恩社) 

仙
台
ロ
ゴ
ス
公
開
講
演
会 

｢

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

が
拓
く
新 

・
福
音
宣
教
」 

 

仙台ロゴス公開講演会 



 

（６） 

 

弘
前
教
会
信
徒
の
佐
藤
初
女(

は
つ
め)

さ
ん
が

２
月
１
日
、
乳
が
ん
の
た
め
入
院
し
て
い
た
弘
前

市
内
の
病
院
で
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。（
94
歳
） 

 

葬
儀
は
２
月
６
日
、
弘
前
教
会
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
月
23
日
に
は
追
悼
ミ
サ
が
明
の
星
学
園
聖

堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

佐
藤
初
女
さ
ん
は
、
１
９
２
１
年
青
森
県
生
ま

れ
。
青
森
技
芸
学
院
（
現
・
青
森
明
の
星
高
等
学
校
）

卒
業
。

小
学
校

教
員
を

経
て
、

１
９
７

９
年
よ

り
弘
前
染
色
工
房
を
主
宰
。
老
人
ホ
ー
ム
の
後
援

会
や
弘
前
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
の
奉
仕
活
動
を
母

体
に
、
１
９
８
３
年
、
自
宅
を
開
放
し
て
『
弘
前

イ
ス
キ
ア
』
を
開
設
。
１
９
９
２
年
に
は
岩
木
山

麓
に
『
森
の
イ
ス
キ
ア
』
を
開
く
。
助
け
を
求
め

る
す
べ
て
の
人
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
、
食
事
と

生
活
を
と
も
に
す
る
。
病
気
や
苦
し
み
な
ど
、
様
々

な
悩
み
を
抱
え
る
人
々
の
心
に
耳
を
傾
け
、「
日

本
の
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

１
９
９
５
年
に
公
開
さ
れ
た
龍
村
仁
監
督
の
映

画
『
地
球
交
響
曲<

ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー>

第
二

番
』
で
活
動
が
全
世
界
で
紹
介
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
ベ
ル
ギ
ー
ほ
か
国
内
外
で
も
精
力
的
に
講

演
会
を
行
う
。
日
本
各
地
で
「
お
む
す
び
講
習
会
」

を
開
く
と
す
ぐ
満
員
に
な
る
盛
況
ぶ
り
。
ア
メ
リ

カ
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
協
会
賞 

国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
、
第
48
回
東
奥

賞
受
賞
。
２
０
１
３
年
11
月
の
「
世
界
の
平
和
を

祈
る
祭
典 

in 

日
本
平
」
で
キ
リ
ス
ト
教
代
表
で

登
壇
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
最
高
指
導
者
の
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
法
王
と
初
対
面
。
そ
の
際
、
お
む
す
び
を
ふ

る
ま
う
。『
お
む
す
び
の
祈
り
』『
い
の
ち
の
森
の

台
所
』（
以
上
、
集
英
社
）、『
朝
一
番
の
お
い
し
い

に
お
い
』（
女
子
パ
ウ
ロ
会
）、『
愛
蔵
版 

初
女
さ

ん
の
お
料
理
』（
主
婦
の
友
社
）、『
「
い
の
ち
」
を

養
う
食
』（
講
談
社
）
な
ど
著
書
多
数
。 

（Wikipedia

よ
り
） 

佐
藤
初
女
先
生
と
の
出
会
い 

 
 
 
 
 
 
 

須
藤 

誠
子
（
弘
前
教
会
） 

 

今
か
ら
、
か
れ
こ
れ
40
年
前
に
な
り
ま
す
が
、

故
デ
ュ
メ
ン
神
父
様
の
聖
書
会
員
全
員
が
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
活
動
を
通
し
て
初
女
先
生
の
指
導
を
仰
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
弘
前
市
の
行
事
や
国
際
交
流
、

キ
ャ
ン
プ
等
で
す
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
モ
ッ
ト

ー
は
「
そ
な
え
よ
、
つ
ね
に
」、
三
本
の
柱
は
、
自

然
と
共
に
、
人
と
の
交
わ
り
、
自
己
開
発
で
す
。

そ
れ
を
生
活
に
取
り
入
れ
、
実
践
し
て
い
ま
し
た
。 

青
森
明
の
星
中
学
・

高
等
学
校
同
窓
会
長
、

藤
聖
母
園
大
清
水
老
人

ホ
ー
ム
後
援
会
長
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連

盟
顧
問
等
を
さ
れ
、
自

宅
で
は
、
ろ
う
け
つ
染

め
作
品
を
製
作
、
指
導

の
毎
日
で
し
た
。 

 

初
女
先
生
は
命
の
恩

人
で
す
。
病
気
の
時
に

看
病
し
て
く
だ
さ
り
、

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
気

遣
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

｢

弘
前
イ
ス
キ

ア｣

で
は
700
人
を

超
え
る
、
病
気
や
悩
み
を
か
か
え
た
人
々
を
招
き

入
れ
、
自
然
の
中
で
、
こ
の
活
動
を
展
開
し
、
多

く
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
、｢

森
の
イ
ス
キ
ア｣

の

開
設
に
到
り
ま
し
た
。 

 

テ
レ
ビ
出
演
、
講
演
会
、
お
む
す
び
講
習
、
出

版
等
、「
食
は
命
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
、
参
加
者

と
共
に
生
き
る
喜
び
、
苦
し
み
、
悲
し
み
を
、
分

か
ち
合
っ
て
き
ま
し
た
。
先
生
の
生
活
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

・
う
め
ぼ
し
と
お
か
ゆ
（
自
分
が
食
べ
る
も
の
を 

分
け
合
う
） 

・
十
字
架
の
苦
し
み
（
神
の
招
き
に
答
え
る
） 

・
一
人
ひ
と
り
の
タ
レ
ン
ト
を
生
か
す
（
神
の
賜 

を
見
抜
く
） 

・
気
づ
き
（
本
人
が
気
づ
く
の
を
待
っ
て
い
る
） 

・
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
す
る
（
最
後
の 

晩
餐
―
こ
れ
こ
そ
が
唯
一
の
望
み
） 

・
受
け
入
れ
る
（
相
手
の
心
に
共
感
す
る
） 

・
母
の
心
（
す
べ
て
に
通
じ
る
神
の
愛
） 

 

先
生
が
生
き
て
い
る
時
は
、
初
女
先
生
と
呼
び
、

亡
く
な
っ
て
合
掌
し
た
時
に
は
心
の
中
で
、
思
わ

ず
「
か
あ
さ
ん
!!
」
と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

今
も
全
国
や
海
外
に
初
女
先
生
を
心
の
お
母
さ

ん
と
慕
っ
て
い
る
方
々
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
ま
か
れ
た
種
が
ぐ
ん

ぐ
ん
伸
び
、
そ
の
生
き
方
を
ま
わ
り
の
人
に
伝
え

て
、
生
き
る
力
と
励
ま
し
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

＝
佐
藤
初
音
さ
ん
語
録
＝ 

「
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
誰
か
と
一

緒
な
ら
生
き
ら
れ
ま
す
。
そ
の
誰
か
と
い
う
の
は
、

実
は
一
人
ひ
と
り
の
中
に
宿
る
神
様
な
ん
で
す
」 

「
私
は
、
今
を
生
き
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
今
を
生
き
る
こ
と
は
死
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
特
別
な
こ
と
を
考
え
ず
に
、
今
を

大
切
に
生
き
て
い
ま
す
」 

「
日
本
の
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」 

佐

藤

初

女

さ

ん

帰

天

 

心をこめて｢おむす

び｣を握る初女さん 

岩城山麓の｢森のイスキア｣ 

わたしたちの日ごとの糧を・・・ 

賞味期限が迫っている等の理由で大量の食品が

廃棄され、さらにそれを横流しして問題になった

事件がありました。「もったいない」の気持ちと

「食の安全」を考えると複雑な思いがします。 

それにしても、ありあまるほどの食品に囲まれ

ている「わたしたち」。 

一方で、世界に目を向けると、栄養が足りずに

死の淵をさまよう子ども、内線やテロを逃れて腹

を空かせてさまよう難民、などのことを思うと心

が痛みます。 

主が教えてくださった祈りの中に「わたしたち

の日ごとの糧を、今日もお与えください」のフレ

ーズがあるのは、どうしてだろうとあらためて考

えてみたいと思います。 

今日、食べるものがない、腹も心も満たされな

い世界中の人々に心を寄せて「神のいつくしみ」

が救ってくださるよう願いながら「日ごとの糧を、

今日もお与えください」と祈りたいと思います。 

 地球を大事にする会 岩井 誠 
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今
回
の
聖
霊
に
よ
る
刷
新
東
北
大
会
は
、
10
月

23
日
～
25
日
に
仙
台
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

時
を
同
じ
く
し
て
シ
ノ
ド
ス
が
「
家
庭
」
を
テ

ー
マ
に
し
て
開
催
さ
れ
、
ま
た
12
月
か
ら
い
つ
く

し
み
の
特
別
聖
年
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、

大
会
は
そ
の
恵
み
の
時
に
向
け
て
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

の
よ
う
で
し
た
。
大
阪
教
区
在
住
の
畠 
基
幸
神
父

(

御
受
難
会)

が
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

講
話
は
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
勅
書
「
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
、
父
の
い
つ
く
し
み
の
み
顔
」
を

テ
キ
ス
ト
と
し
、
わ
が
子
の
こ
と
で
は
ら
わ
た
が

ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
の
神
の
い
つ
く
し
み
を
十
二
分
に

味
わ
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
も
兄
弟
姉
妹

に
同
じ
思
い
を
抱
く
よ
う
導
か
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
世
界
病
者
の
日
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
心

の
知
恵
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
肉
親
の
家
族
か
ら

洗
礼
に
よ
っ
て
ま
こ
と
の
家
族
と
な
っ
た
私
た
ち

の
心
の
指
針
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

小
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
し
て
癒
し
、
聖
霊
の
満

た
し
が
行
わ
れ
、
分
か
ち
合
い
、
祈
り
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
皆
の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

大
会
の
終
わ
り
に
は
、
聖
霊
に
よ
っ
て
一
つ
の

家
族
と
な
っ
た
喜
び
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
神
様

に
感
謝
い
た
し
ま

し
た
。 

今
年
も
畠
神
父

よ
り
同
神
父
が
主

催
す
る
百
日
連
続

連
帯
共
同
祈
願
ミ

サ
の
献
金
が
東
日

本
大
震
災
被
災
地
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。(

実
行
委
員 

京
野
啓
子) 

[

参
加
者
の
証
し] 

◎
聖
霊
刷
新
東
北
大
会
は
、
今
回
で

２
回
目
の
参
加
で
し
た
が
、
前
回
と
は

全
く
違
っ
た
、
受
け
止
め
方
が
出
来
、

参
加
者
と
の
分
か
ち
合
い
も
、
と
て
も
心
に
響
き

ま
し
た
。
畠
神
父
の
講
話
は
、
第
23
回
「
世
界
病

者
の
日
」
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
ヨ
ブ
記
の
一

節
「
私
は
見
え
な
い
人
の
目
と
な
り
、
歩
け
な
い

人
の
足
と
な
っ
た
」
に
つ
い
て
「
心
の
知
恵
」
と

い
う
視
点
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
で
、

「
心
の
知
恵
」
に
つ
い
て
、
と
て
も
分
か
り
や
す

く
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
心
の
知
恵
と
は
、
１
．

兄
弟
姉
妹
に
仕
え
る
こ
と
、
２
．
兄
弟
姉
妹
と
一

緒
に
い
る
こ
と
、
３
．
自
分
自
身
か
ら
出
て
、
兄

弟
姉
妹
の
も
と
に
行
く
こ
と
、
４
．
兄
弟
姉
妹
を

裁
か
ず
に
、
彼
ら
と
連
帯
す
る
こ
と
で
す
。
と
教

わ
り
ま
し
た
。
私
が
一
番
難
し
い
と
思
っ
た
の
は
、

４
番
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
気
付
か
ず
に
、

他
を
裁
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
思
う
か
ら
で

す
。
自
分
中
心
の
思
い
か
ら
抜
け
き
れ
ず
に
、
苦

し
く
な
る
こ
と
が
多
い
私
に
と
っ
て
、
神
様
の
御

心
を
知
り
、
御
心
に
添
っ
て
生
き
て
行
く
こ
と
が

最
善
の
道
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
、
生
か

さ
れ
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
イ
エ
ス
様
の
様

に
生
き
て
行
き
た
い
…
。
す
べ
て
の
こ
と
に
喜
び
、

感
謝
し
、
祈
り
な
さ
い
と
教
え
て
頂
い
て
い
る
私

た
ち
は
、
幸
せ
で
す
。
３
日
目
の
聖
霊
の
満
た
し

に
お
い
て
、
畠 

神
父
か
ら
、
按
手
を
し
て
祈
っ
て

頂
い
た
時
は
、
体
全
体
に
、
暖
か
い
も
の
が
満
ち

溢
れ
、
神
様
の
愛
に
包
ま
れ
た
よ
う
に
感
じ
、
喜

び
と
感
謝
で
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
素

晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
の

準
備
か
ら
運
営
、
片
付
け
ま
で
、
お
世
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
、
兄
弟
姉
妹
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。(

仙
台
市 

Ｍ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
こ
の
た
び
、
初
め
て
東
北
大
会
に
参
加
し
、

講
話
や
分
か
ち
合
い
、
参
加
者
の
皆
様
と
の
交
わ

り
を
通
し
て
大
切
な
気
づ
き
と
力
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
神
の
い

つ
く
し
み
…
私
の
家
族
の
絆
」
で
し
た
。
最
終
日

の
ミ
サ
で
は
、
福
音
に
登
場
し
た
盲
人
に
つ
い
て
、

「
自
分
の
こ
と
ば
か
り
見
て
、
周
り
が
見
え
な
い

人
」
と
も
言
え
る
と
い
う
神
父
様
の
お
話
が
あ
り
、

心
に
残
り
ま
し
た
。
私
自
身
が
神
様
の
絶
え
間
な

い
い
つ
く
み
に
も
家
族
の
絆
に
も
鈍
感
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
え
、
こ
の
盲
人
の
よ
う
に
癒
さ
れ
、
自

分
も
周
り
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
聖
霊
に

願
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
埼
玉
か
ら
仙
台
に
移

り
住
ん
で
１
年
を
迎
え
た
10
月
、
気
づ
け
ば
仕
事

と
生
活
に
追
わ
れ
る
日
々
で
し
た
が
、
こ
う
し
て

聖
霊
に
満
た
さ
れ
賛
美
と
祈
り
の
う
ち
に
過
ご
す

週
末
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
恵
み
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。(

仙
台
市 

Ａ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
大
会
は
初
め
て
の
参
加
で
す
。
皆
さ
ん
の
熱

心
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
祈
り
の
力
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

(

仙
台
市 

Ｈ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
神
の
い
つ
く
し
み
…
私
の
家
族
の
絆
～ 

第
38
回
聖
霊
に
よ
る
刷
新
東
北
大
会 

 

聖霊刷新大会中のミサ(仙台市太白区｢茂庭荘｣にて) 

畠 基幸神父 

「２０１６年四旬節・回心と祈りの集い」 
主にささげる「２４時間」     

～私が求めるのはあわれみであって、いけにえではない～ 

マタイ9・13 

 フランシスコ教皇は、昨年に続いて今年も全世界の教

会に｢主のための２４時間｣を呼びかけておられます。 

３月４日～５日に全世界の聖堂で、人々の告解を聴き、

聖体顕示と祈りの時間を持つことを願われています。 

 これを受けて、仙台教区では、平賀司教は、各地区に

おいて、それぞれの祈りの時を持つことを勧めておられ

ます。 

カテドラルでは、下記のような祈りの集いを持つこと

となりました。皆さんのご参加をお待ちしています。ま

た、参加できない方も同じ意向でお祈りいただければ幸

いです。 

記 

日時：３月４日（金） 9：30～ 黙想とゆるしの秘跡 

          10：00～ ミサ司式 平賀司教 

          11：00～ 黙想とゆるしの秘跡 

          18：00  １日目終了 

   ３月５日（土）10：00～ 黙想とゆるしの秘跡 

          11：00  聖体賛美式  

司式 小野寺師  

          12：00  終了 

場所：仙台教区センター（元寺小路教会）大聖堂 
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「
仙
塩
地
区
教
会
学
校
子
ど
も
の
祈

り
の
つ
ど
い
・
殉
教
碑
巡
礼
」 

震
災
後
に
始
ま
っ
た
、「
仙
塩
地
区
教

会
学
校
子
ど
も
の
祈
り
の
つ
ど
い
」
は
、

当
初
は
年
に
３
回
、
一
昨
年
か
ら
は
２

回
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
月
に
は
必
ず

広
瀬
川
の
殉
教
碑
へ
の
巡
礼
を
行
な
っ

て
お
り
、
今
年
で
５
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
元
寺
小
路
教
会
に
集
合
し
て

簡
単
な
歴
史
の
勉
強
を
し
た
の
ち
、
徒

歩
で
西
公
園
の
殉
教
碑
ま
で
往
復
し
て

祈
り
を
捧
げ
、
教
会
に
戻
っ
て
お
昼
ご

飯
を
共
に
い
た
だ
い
て
解
散
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
一
昨
年
か
ら
は
２
月

11
日
の
祝
日
に
固
定
し
て
行
な
っ
て

い
ま
す
。 

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
60
名
近

い
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
催
し

に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
い
た
大
人
の

参
加
者
が
目
立
ち
ま
し
た
。
主
役
は
も

ち
ろ
ん
約
400
年
前
の
２
月
に
、
伊
達

政
宗
の
迫
害
に
よ
り
広
瀬
河
畔
で
水

責
め
の
末
に
殉
教
し
た
カ
ル
ワ
リ
オ

神
父
様
を
は
じ
め
と
す
る
仙
台
の
殉

教
者
で
す
が
、
つ
い
先
月
に
列
福
が
決

ま
っ
た
ば
か
り
の
同
時
代
の
高
山
右

近
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
勉
強
し

た
後
、
殉
教
碑
に
向
か
い
ま
し
た
。
今

年
は
地
下
鉄
東
西
線
も
開
通
し
、
殉
教

碑
の
す
ぐ
脇
に
「
大
町
西
公
園
駅
」
も

で
き
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
元
気
に
徒

歩
で
往
復
し
、
森
田
直
樹
神
父
様
の
ご

指
導
で
殉
教
者
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。 仙

台
の
殉
教
者
た
ち
が
捕
ら
え
ら

れ
た
岩
手
県
水
沢
の
、
カ
ト
リ
ッ
ク
水

沢
教
会
の
高
橋
昌
神
父
か
ら
も
、
つ
ど

い
の
成
功
を
祈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
、
た
い
へ
ん
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
２
月
最
終
日
曜
の
殉

教
祭
と
は
ま
た
別
に
、
こ
の
つ
ど
い
を

継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
２
月
11
日
に
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（
元
寺
小
路 

荒
賀
久
仁
夫
） 

 

仙
塩
地
区
８
教
会
合
同
の｢

仙
台
キ

リ
シ
タ
ン
殉
教
祭
は
、
２
月
28
日(

日)

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
同
殉
教
碑
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ワ
ゼ
ー
ル
神

父
が
司
式
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
担
当
し
、

殉
教
碑
に
献
花
し
、
広
瀬
川
に
向
か
っ

て
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
八
木
山
教
会
と
一
本
杉
教

会
が
準
備
を
担
当
し
ま
し
た
。 

 

訃 

報 
 
 
 
 
 

ス
ー
ル 

マ
リ
ア
・
ヨ
ゼ
フ
・
テ
レ
ジ
ア 

武
藤 

要
子
（
90
歳
） 

聖
ウ
ル
ス
ラ
修
道
会 

１
９
２
６
年
２

月
18
日 

誕
生 

１
９
４
７
年
10

月
３
日  

受
洗 

１
９
５
０
年
４

月
10
日 

入
会 

１
９
５
３
年
８
月
31
日  

初
誓
願 

１
９
５
６
年
８
月
31
日  

終
生
誓
願 

２
０
１
３
年
８
月
31
日 誓

願
60
周
年 

２
０
１
６
年
１
月
14
日 

帰
天 

仙
台
の
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
小
、

中
、
高
校
、
家
政
専
門
学
校
、
ま

た
、
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
小
学

校
、
高
校
で
主
に
国
語
と
宗
教
の

教
師
と
し
て
勤
務
。
退
職
後
は
、

受
洗
の
準
備
や
聖
書
の
集
い
等

を
通
し
て
教
会
に
奉
仕
し
、
明
る

く
忠
実
に
宣
教
の
使
命
を
生
き

ま
し
た
。 

ス
ー
ル 

マ
リ
ア
・
セ
シ
リ
ア 

近
藤 

清
野
（
90
歳
） 

聖
ウ
ル
ス
ラ
修
道
会 

１
９
２
６
年
８
月

22
日 

誕
生 

１
９
５
３
年
２
月

２
日 

受
洗 

１
９
５
６
年
３
月

25
日 

入
会 

１
９
５
９
年
８
月
31
日 
初
誓
願 

１
９
６
２
年
８
月
31
日 

終
生
誓
願 

２
０
１
０
年
８
月
31
日 誓

願
50
周
年 

２
０
１
６
年
１
月
29
日 

帰
天 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
家
政
専
門

学
校
と
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院

高
等
学
校
の
図
書
室
に
勤
務
。
穏

や
か
で
、
笑
顔
で
人
々
に
平
和
を

も
た
ら
す
シ
ス
タ
ー
で
し
た
。 

新

刊

紹

介

 
         

回
勅 

い
つ
く
し
み
深
い
神 

著
者 

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世 

発
行 

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会 

定
価 

625
円
＋ 

税 
  

本
書
は
、
著
者
名
を
ご
覧
に
な
っ
て
お

気
づ
き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、1

9
8
0

年

に
出
さ
れ
た
回
勅
で
す
。
す
で
に
、
お
読

み
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

な
ぜ
、
本
書
が
文
庫
本
の
形
と
な
り
、
そ

の
発 

行
日
が「
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
」

の
開
始
の
日
と
同
じ
日
、
つ
ま
り
、
12
月

８
日
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
お
分
か
り
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。 

本
書
は
、
特
別
聖
年
の
「
大
勅
書
」
に

も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
脚
光
を
あ

び
て
い
ま
す
。
本
書
の
冒
頭
の
言
葉
は
、

「『
あ
わ
れ
み
豊
か
な
神
』
を
イ
エ
ス
・
キ

リ 

ス
ト
は
父
と
し
て
現
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。
大
勅
書
の｢

イ

エ 

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
御
父
の
い
つ
く
し

み
の
み
顔
で
す
」
と
い
う
表
現
現
に
似
て

い
ま
す
ね
。 

キ 

リ
ス
ト
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
と
と

も
に
、
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
、
神
の
い
つ

く
し
み
は
特
に
、
私
た
ち
に
見
え
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
旧
約
時
代
に
お
い
て
も
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
民
が
神
に
背
き
、
罪
を
お
か

し
た
時
に
も
、
預
言
者
を
遣
わ
し
、
神
が

ど
ん
な
に
い
つ
く
し
み
深
い
か
を
語
ら
れ

ま
し 

た
。
い
つ
く
し
み
は
、「
神
の
愛
の

特
別
の
力
」
を
現
す
も
の
で
し
た
。 

新 

約
聖
書
の
「
放
蕩
息
子
の
た
と
え

話
」
の
中
に
は
、「
い
つ
く
し
み
」
と
い
う

言
葉
は
一
つ
も
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
父
親
を
傷
つ

け
、 

悲
し
ま
せ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
息
子

と
、
息
子
へ
深
い
愛
情
を
注
い
で
い
る
忠

実
な
父
親
が
、
愛
に
よ
っ
て
抱
き
合
う
姿

が
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

イ
エ
ス
の
十
字
架
と
復
活
に
よ
っ
て
、

神
の
い
つ
く
し
み
が
現
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
い
つ
く
し
み
を
現
代
社
会
ほ
ど
、
求
め

ら
れ
て
い
る
時
代
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま 

す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

今
年
を
「
神
の
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
」

と
宣
言
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
神
の
い
つ
く
し
み
の
証
人 

と
な
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
祈
り
の
集
い 

広

瀬

川

殉

教

碑

巡

礼 

各
地
区
と
も
、
新
体
制
で
更
な
る
精
進

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

司
祭
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
祝
・
金
祝
・
銀

祝
が
、
中
央
協
議
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た(

２
頁)

。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
ご
健
康
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
巡
礼
教
会

を
紹
介
し
ま
し
た(

３
頁)

。
巡
礼
に
よ
っ

て
、｢

神
の
い
つ
く
し
み
を｣

味
わ
い
、
信

仰
を
深
め
る
良
い
機
会
か
と
思
わ
れ
ま

す
。(

岩
井) 

編
集
後
記 

 

３
月
11
日
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

５
年
に
な
る
。｢

仙
台
教
区
新
し
い
創
造

第
４
期｣

に
入
る
。
そ
の
指
針
が
ま
も
な

く
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
｢

忘
れ
な
い｣

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
支
援
の
方
法
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

平
賀
司
教
は
、
４
月
１
日
付
で
、
司
祭

異
動
を
発
表
さ
れ
ま
し
た(

２
頁)

。司
祭
減

少
の
中
、司
教
様
も
司
祭
配
置
に
は
ご
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
ご
心
痛
を
お
察
し
し
ま
す
。 

 
 。 


